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[ Biography ]

齋藤　大我   /   Taiga Saito

1998                  _　神奈川県 小田原市生まれ

2017                  _　神奈川県 私立 明徳学園 相洋高等学校卒業

2021                  _　東京デザイナー学院　インテリアデザイン学科

[ Skills ]

Adobe              

CAD

Mail                

Tell              

[ Contact Address ]

_　illustrator,Photoshop

_　Vectorworks

_　kurukurunight0520@gmail.com

_　090-4598-2883
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01_ ひかりと共に住む家

2022

Program

Location

Family Stracture

Stracture

Duration

_　Housing Design

_　Tokyo Hachioji

_　Father,Mother,Daughter,Grand Mother

_　Wooden

_　1month



[ バイオフィリックデザイン ]

バイオフィリア仮説（人間は進化の過程で、依存関係や個々人の充足感から

心理的な側面だけでなく、遺伝子的に自然とのつながりを求めている）。

人間中心に考えられるデザイン原理の中にバイオフィリア仮説を適用し、

建築環境における自然とのつながりを感じられるようにするため考え方。

精神的、肉体的な幸福を向上させるための手段として効果があると

証明されており、建物や空間内での認知機能も向上される。

今回、この考え方を元に住宅を設計した。

また、家族構成も決定し時間経過によって変わる住宅の新たな使い道、

いわば住宅の第 2ステージも見据えた設計を心がけた。

前述したバイオフィリックデザインでは、植栽や噴水などの水はもちろん、

季節や時間帯を感じられる光もそこに含まれる。

日常生活で当たり前のように存在するこれらの要素だが、私は特に「光」に

焦点を当てて住宅を考えてみた。

光が入ってくるところを窓いっぱいにし、開放的な空間でそれを浴びる ...

言葉だけでも伝わる居心地の良さ。

日々の生活環境に「光」が常に伴い、季節や時間の経過も肌で常に感じられる。
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Ⅰ : 計画地を六分割。

Ⅱ : 光が入る場所を可視化。

　　居室、庭園、水回りの位置を大まかにゾーニング。

Ⅲ : 風の通り道を可視化。

　　光が最も入る南側に居室、庭園を置くことを決定。

Ⅳ : 区画分け。

Ⅴ : ファサードイメージ。
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Material

Scale

_　styren,etc

_　1/50

Model

south elevation

日中光が多く入ってくる南側を窓で埋め尽くしたことで、大量の光を獲得することができるように。

メインとなる LDK部分から２階へはスロープ（1/8 を採用）を使って移動できるようにし、

２階へ移動するという何の事は無いことでも、その時々によって見ることができる家族の過ごし方や

光が見せる影の移り変わりなどを楽しみながら移動できるようになっている。

また中央付近にはガーデニングスペースを設けた。

このため、外部では園芸の趣味を楽しめる他、内部からも植栽などによる自然を感じることができる。



po�folio 2021~2022

1F PLAN　Scale 1/100
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LDK Perspective image

玄関はメインフロアとなる LDK の真反対となる建物右側から入る形とした。

高齢者でも不自由なく使用することができる広さを確保されている。

また玄関から LDKに移動するにあたって光の入り方を調整することによって

目を慣らす明暗順応を意識した作りとした。

廊下から LDKに入る直前の Rの壁は、廊下から LDKに吸い込まれるような

感覚を得られるようにしたかったためそうした。

それだけではなく、廊下側からW.Cの入り口への視線を逸らすためでもある。

今回床材の想定は無垢フローリング：マホガニーを選択した。

無垢材とすることで木本来の暖かみを感じられるという点の他、

マホガニーは日焼けをすると味のある色へ変化するという特性があるため

年月が経った時、この家が違った表情を見せるようになると考えたためである。

無垢フローリング : マホガニー
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1F LDK Development Chart　Scale 1/50
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壁紙を使用。

光あるところには影あり。

影を見ることも楽しみのひとつ。
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2F PLAN　Scale 1/100

突き出し窓

ハイサイドライト

横すべりだし窓

123
5

W.C
1J

M.B.R
13J

V横すべり出し窓

ハイサイドライト居室
10J

内部ROOF
5.4J

SLOP

SLOP

SLOP

+2000

+2625
UP

+2700
+2700

+3000

V

ハイサイドライト

UP
UP

4700

49
00

24
50

11
00

13
50

14
50

96
00

9235.8

2650 2050 2100

17
00

39
00

12
75

19
20

23
05

23
00

10
0

10
00

50
00

10
00

10
0

100

1000 8400 1000

4300

10700 2920

19600

1865

200



po�folio 2021~2022

27
00

[ 内部ルーフについて ]

1F の洗面室、バスルームの部屋を高さ 2700mmの箱の中に配置した。

この箱を吹き抜けとなる部分の下に設置。

吹き抜け部分の天井までの高さは 5700mm。

よってスロープからこの箱の上に乗れるようになっている。

今回は絵を書いたりなどができるアトリエとして活用しているが、

建物北側のため書斎として活用も良いのではないかと考えている。

内部ルーフ

5.4 畳



将来はここを夫婦二人で何か営業の場としても良いし、

地域の人たちが集まる憩いの場としても良いのかもしれない。

外部からも目に付きやすく印象に残りやすいこの住宅は、街の人たちに認知され、馴染んでいく。
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02_ 縁と開

2022

Program

Family Stracture

Duration

_　House Renovation

_　Couple

_　1month
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[ 縁側による快適な空間と、可動式間仕切りによる開放的な空間 ]

内部空間にある縁側、広縁。

居室に面して広縁を作ることで夏には直射日光が入るのを防ぎ、冬には暖かなひだまりを作る。

広縁によって一年を通して室内を快適な環境に保つことができる。

また内壁をほぼ可動式間仕切りにすることで、開け話にしておくと全体が一つの空間であるかのような

開放感を得ることができ、閉めると一つ一つが個室のプライベート空間となる。

これらは古くから行われてきた日本建築を参考にしており、現代においても素晴らしい知恵の一つである。

image

image
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2F PLAN(before)　Scale 1/50
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2F PLAN(after)　Scale 1/50
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2F Development Chart　Scale 1/50
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2F Ceiling Plan　Scale 1/50
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2F LDK Perspective image
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2F CONCOURSE Perspecive image
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1F PLAN(before)　Scale 1/50
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1F PLAN(after)　Scale 1/50
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1F Development Chart　Scale 1/50
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1F Free Space Perspective image

1F は半分をお茶の葉を売るショップとし、

もう半分をお茶を点てる体験ができる茶室を模した空間とした。

外のフリースペースは、枯山水風の庭を擁した、来店された方に向けてのお茶を

飲んで小休憩ができるスペースを作成した。

二階の住居スペースは和をモチーフとした物であったので、

一階も二階に合わせた雰囲気となっている。
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03_ 歩くアトリエ

2021

Program

Duration

_　House Renovation

_　1month
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なにか作品を完成させた時、そこには完成に至るまでのプロセスが存在する。

このリノベーション計画ではアトリエを製作し、モノを作っているプロセスを見通せるような空間を表現したかった。

また、プロセスとはすなわち道のりのことである。

作業中の移動で自分が通ってきた道のりを見ることができる、そんな空間となっている。
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PLAN(before)　Scale 1/50



po�folio 2021~2022

PLAN(after)　Scale 1/50

3014 2966 3954 5067

+230
+460

+230

±０

±0

CH=2800

Work Space

Relax Space

BalconyBalcony
Stage

A

B

C

D



po�folio 2021~2022

Development Chart　Scale 1/50
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今回、アトリエの用途は服飾デザイナーのアトリエとした。

空間の右側を休憩スペース、左側をワークスペースと分けた構成になっている。

入り口から左へ向かうにつれ作品の完成度が上がっていくというイメージ。

最奥にはステージを置き、作品作成のゴールとしての役割を担っている。

バルコニーは二つあるが、右側はリラックスを目的とし、左側は行き詰まった時の考える場所としての活用を想定。

Color Chart
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04_Cafe 「Caverne」

2022

Program

Location

Duration

_　Shop Design

_　Tokyo Omotesando

_　3month



薄暗く、静謐でまるで洞窟の中のようなカフェ。

一人なら静かに読書や場の雰囲気を楽しんでも良いし、

複数なら秘密基地の中で秘密の会話をするような感覚で過ごしたり。

静かで暗い空間はなぜか高揚する場所だと感じる。

そんな居場所を考えてみた。
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路地にひっそりとあるカフェ。

店内の壁面のグラデーションを意識した

ロゴデザイン。

「Caverne」はフランス語で「洞窟」。

表参道駅から数分。

パーティションによって、明暗の雰囲気を持った空間を分けている。

洞窟のような空間で静かなカフェタイムを楽しむことができる

モード系のファッションを好む人
黒やグレー系の服が中心の人。

サンドイッチやホットドッグといった
パン中心のフード、カフェオレ。

黒や白のモノトーンの食器。
シンプルな見た目を重視。

counter

kicthen

partition

薄暗い洞窟

広場のようなカウンター

無機質なコンクリート

白と黒の色

メッシュの壁

東京メトロ千代田線
表参道駅A2出口　徒歩8分
〒000-0000
☎000-000-0000

表参道駅
A2

伊藤病院
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洞窟を意識した明度が落ち着いたデザイン。

凸凹したコンクリートの壁が洞窟の岩肌を連想させ、深い青色の壁が空間を落ち着かせている。

空間の明暗がはっきりし、その日の過ごしたい雰囲気を選ぶことができる。

左から商品名

Harmony -remote-ceiling lamp

TENTACLES

TIBU

SR IRON HIGH STOOL

左から商品名

AROUND

THIN

左から商品名

SOFA

FAT LUXE GREEN WHICH CHAIR



全体的なデザインについて

全体の明るさを落とし、まるで洞窟の中にいるような感覚とさせてくれる空間。

パーティションによって、その日のカフェタイムの楽しみ方を選べるような空間に分けている。

床は入り口から奥に行くにつれてどんどん下がっていき、洞窟の奥にどんどん入っていく感覚を

得ることができるような作りとなっている。

po�folio 2021~2022



入り口すぐに置かれている円形のカウンターは、床の段差でフラットではなくズレた作りになっている。

また、柄が入った石の天板と金色の脚で強い重厚感が出て、空間を引き締める役割を果たしている。

奥の席は革の素材の二人掛けソファと一人掛けのソファでゆったりと座れるようになっている。机、ソファ共に

アンティーク感を感じることができる素材感と色によって、視覚的にかなり落ち着くことができる空間構成とした。

デザインのポイントについて

po�folio 2021~2022
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